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論文内容の要旨

【目的】

妊娠 12 週以降の人工妊娠中絶（以下、中期中絶）のケア場面では、専門的価値観と個人

的価値観の対立から、ケアの担い手である助産師に葛藤が生じやすい。葛藤に折り合いを

つけるには陰性感情に対処する必要があるが、その実態と関連要因は明らかになっていな

い。

本研究では、中期中絶ケアにおいて助産師に生じる感情を測定する尺度を開発し、その

実態を把握するとともに関連要因を明らかにする。

【方法】

文献研究を基に「中期中絶ケアにおける助産師の感情尺度」案 55 項目を作成し、計 84
項目からなる質問紙を作成した。首都圏の分娩取扱施設 300 施設に研究協力依頼文書を送

付し、自記式無記名質問紙調査を実施した。調査後、項目分析および探索的因子分析を行

い、信頼性と妥当性を検討した（研究１）。

完成した尺度を含む計 66 項目の質問紙を作成した。令和 2 年の人工妊娠中絶件数上位 8
都道府県の分娩取扱施設 600 施設に研究協力依頼文書を送付し、自記式無記名質問紙調査

を実施した。調査後、2 変量解析および尺度の信頼性の検討、尺度総得点を従属変数、基

本的属性および関連が想定される要因を独立変数とした重回帰分析（強制投入法）を行っ

た（研究２）。

【結果】

【ケアへの肯定的認識】【児に対する陰性感情】【女性に対する怒り】【ケアへの否定的認

識】【ケア技術への自己評価】【女性の周囲へのいらだち】から構成される「中期中絶ケア

における助産師の感情尺度」を作成した。尺度の併存妥当性、構成概念妥当性、内的一貫

性が確保された。

中期中絶ケアにおける助産師の感情尺度総得点は平均 75 点前後であり、項目平均値は

【ケアへの否定的認識】が最も高く、次いで【ケア技術への自己評価】が高かった。重回

帰分析の結果、尺度総得点と「女性へのケア（共感できない態度）」、「児へのケア（生きた

まま娩出）」、「助産業務」、「自信」、「技術の向上」が正の関連、「中期中絶ケアへの従事期

間＜3～10 年未満＞」、「女性からの肯定的フィードバック経験」、「医師との連携への課題」、

「中絶に対する考え＜中絶は選択肢＞」が負の関連を認めた。

【結論】

「中期中絶ケアにおける助産師の感情尺度」を開発し、信頼性、妥当性が確保できた。さ

らに、中期中絶ケアにおける助産師の感情の実態と関連要因が明らかとなった。陰性感情

の低減には、中絶を受ける女性について正しい認識を得るための教育、自らのケアと感情

を理解するためのデブリーフィング、参加者が安心して感情表出できるケースカンファレ

ンスが有効と考えられた。


